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研究要旨 

硬化性萎縮性苔蘚（硬化性苔蘚）は、白色調の萎縮性丘疹が集簇して白色局面を形成し、進行

すると瘢痕形成に至る原因不明の稀な慢性炎症性皮膚疾患である。女性の外陰部から肛囲に好発

するが、小児、男性にも生じ、他の部位にもみられることがある。本症の診断や治療に関するガ

イドラインは世界的にも明らかなものがなく、我々は診療ガイドラインを作成することとした。

本年度は、まず clinical question (CQ)を確定することとし、研究代表者や研究分担者が実際

に集まって会議をしたり、メール会議を行い、最終的に 7つの CQ が確定した。 

 

Ａ. 研究目的 

 硬化性萎縮性苔蘚（硬化性苔蘚）は、白色

調の萎縮性丘疹が集簇して白色局面を形成す

る原因不明の稀な慢性炎症性皮膚疾患で、進

行してしばしば瘢痕形成に至る。閉経後の女

性の外陰部から肛囲にかけて好発するが、小

児や男性、そして他部位の皮膚や粘膜にも生

じうる。また、痒みやひりひりした痛みを感

じることが多い。診断上は、限局性強皮症な

どと鑑別が問題になる場合もある。治療とし

ては、副腎皮質ステロイドの外用がよく行わ

れているが、その診断や治療に関しては、世

界的にもガイドラインが見当たらない。そこ

で今回我々は、本症の診断や治療に関するガ

イドラインを作成することとした。 

 

Ｂ. 研究方法 

 ガイドライン作成にあたり、本年度はまず 

clinical question (CQ)を決めることとした。

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度

分類・診療ガイドライン作成事業研究班（限

局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化性萎縮性

苔蘚）の研究代表者や研究分担者が CQ の候補

を挙げ、実際に集まって会議をしたり、メー

ル会議を行って、重要と考えられる CQ を選択

することとした。 



 

Ｃ. 研究結果 

 研究班の中でまず、13 の CQ の候補が提案

されたが、会議の中で十分に検討した結果、

以下の７つの CQ をガイドラインにとりあげ

ることとなった。 

 

[CQ1] 診断に有用な臨床所見は何か？ 

[CQ2] 必要な検査は何か？ 

[CQ3] 自然寛解することはあるか？  

[CQ4] 副腎皮質ステロイドの外用は有用か？ 

[CQ5] タクロリムス軟膏の外用は有用か？ 

[CQ6] 紫外線療法は有用か？ 

[CQ7] 外科的切除は有用か？ 

 

Ｄ. 考 案 

 最初は、“好発部位はどこか？”“限局性強

皮症との鑑別に役立つ所見は何か？”などの

CQ が提案されていたが、これらをまとめて

[CQ1] の“診断に有用な臨床所見は何か？”

とし、他の疾患との鑑別で重要な臨床のポイ

ントを記載していくこととなった。 

 また、”免疫異常を伴うか？”“生検は必

要か？”などの CQ も提案されたが、これらを

ひとまとめにして、[CQ2] の“必要な検査は

何か？”とすることに決定した。 

 成人では慢性に経過して難治性であること

が多いが、小児例では自然消退する場合もあ

り、どの程度の頻度で自然軽快がみられるの

かを示すために、[CQ3] “自然寛解すること

はあるか？”を採用することとなった。 

  治療については、第 1選択と考えられる副

腎皮質ステロイドの外用に関して、”[CQ4] 

副腎皮質ステロイドの外用は有用か？”とい

う CQ を設けた。”副腎皮質ステロイドの内服

は有用か？”“副腎皮質ステロイドの局注は

有用か？”という CQ も提案されたが、これら

の治療が行われる頻度は低いと考えられるた

め、独立した CQ にはせず、[CQ4]の中でコメ

ントすることとなった。 

 外用治療の第 2 選択と考えられるタクロリ

ムス軟膏の外用に関しては、[CQ5] として“タ

クロリムス軟膏の外用は有用か？”という CQ

を設定した。 

 紫外線療法が行われることも少なくないた

め、[CQ6] の“紫外線療法は有用か？”を採

用した。 

 最後に、[CQ7] として“外科的切除は有用

か？”という CQ を作成し、本疾患による陰門

狭窄、尿道狭窄への治療についても解説する

こととなった。 

 来年度以降は、各 CQ に関して文献的な考察

を行い、エビデンスレベルを明らかにし、推

奨度を決めていく予定である。 

 

Ｅ. 結 論 

 硬化性萎縮性苔蘚のガイドライン作成にあ

たり、今年度はまず CQ を確定することに専念

し、７つの CQ が決定した。 
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Ｇ. 研究発表 

1. 論文発表 なし 

2. 学会発表 なし 

 

Ｈ. 知的財産権の出願･登録状況 

  （予定を含む） 

1.  特許取得 なし 

2.  実用新案登録 なし 

3.  その他 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


